
(1) 令和7年5月15日（発行定日15日） 浜田商工会議所だより 第431号

№ 417

　5 月 1 日 ( 木 )、大型クルーズ客船が浜田港へ 1 年ぶ　5 月 1 日 ( 木 )、大型クルーズ客船が浜田港へ 1 年ぶ

りに寄港しました。りに寄港しました。

　今回寄港したクルーズ船「MITSUI OCEAN FUJI」は客　今回寄港したクルーズ船「MITSUI OCEAN FUJI」は客

室 229 室、定員 458 名のクルーズ客船で、4 月 24 日（木）室 229 室、定員 458 名のクルーズ客船で、4 月 24 日（木）

に横浜を出発し、函館、青森、浜田、韓国釜山を経由。に横浜を出発し、函館、青森、浜田、韓国釜山を経由。

12 日間かけて日本～韓国を巡る船旅で浜田港には 8 日12 日間かけて日本～韓国を巡る船旅で浜田港には 8 日

目に初寄港しました。目に初寄港しました。

　当日は浜田市の久保田市長をはじめ、島根県副知事の　当日は浜田市の久保田市長をはじめ、島根県副知事の

石原氏など多数の関係者が出席し、寄港を祝うセレモ石原氏など多数の関係者が出席し、寄港を祝うセレモ

ニーが開催されました。ニーが開催されました。

　また、乗船者向けに島根県の魅力を体感できる各種バ　また、乗船者向けに島根県の魅力を体感できる各種バ

スツアーも実施。「石見神楽鑑賞」、「三隅公園散策」、「津スツアーも実施。「石見神楽鑑賞」、「三隅公園散策」、「津

和野散策」、「出雲大社参拝」など県内各地を訪れる多彩和野散策」、「出雲大社参拝」など県内各地を訪れる多彩

なコースが用意され、乗船者たちはそれぞれの体験を楽なコースが用意され、乗船者たちはそれぞれの体験を楽

しみました。しみました。

　浜田港では、浜田市、大田市、益田市などの観光案内　浜田港では、浜田市、大田市、益田市などの観光案内

ブースや、ゆるキャラが登場し地域の魅力を PR。出港ブースや、ゆるキャラが登場し地域の魅力を PR。出港

時には、浜田第一中学校吹奏楽部の演奏が披露され、乗時には、浜田第一中学校吹奏楽部の演奏が披露され、乗

船者を温かく見送りました。船者を温かく見送りました。

　今年度は同クルーズ客船の定期的な寄港に加え、ク　今年度は同クルーズ客船の定期的な寄港に加え、ク

ルーズ客船「飛鳥Ⅱ」の寄港も予定されており、浜田市ルーズ客船「飛鳥Ⅱ」の寄港も予定されており、浜田市

へのさらなる観光客の来訪が期待されています。 へのさらなる観光客の来訪が期待されています。 

１Ｐ　クルーズ客船寄港セレモニー１Ｐ　クルーズ客船寄港セレモニー
２Ｐ　２Ｐ　令和７年度事務局体制について令和７年度事務局体制について
　　　新規採用職員紹介　　　新規採用職員紹介
３Ｐ３Ｐ　浜っ子春まつり 2025　浜っ子春まつり 2025　　　　
４Ｐ４Ｐ　　春の交通安全啓発活動春の交通安全啓発活動
　　　新入社員研修講座　　　新入社員研修講座
５Ｐ５Ｐ　青年部だより　青年部だより

６Ｐ　会議所月報、新入会員のご案内６Ｐ　会議所月報、新入会員のご案内
　　　パートナーシップ構築宣言について　　　パートナーシップ構築宣言について
７Ｐ　浜田の石見神楽検定・講習会開催のお知らせ７Ｐ　浜田の石見神楽検定・講習会開催のお知らせ
　　　2025 年度検定スケジュール　　　2025 年度検定スケジュール
８Ｐ　活用事例紹介８Ｐ　活用事例紹介
　　　LINE 公式アカウントのご案内　　　LINE 公式アカウントのご案内

No.431No.431

クルーズ客船 1 年ぶりに浜田港寄港

▲ゆるキャラたちと写真撮影をする船長・関係者▲ゆるキャラたちと写真撮影をする船長・関係者▲握手を交わす船長と久保田市長▲握手を交わす船長と久保田市長

▲乗客に向け演奏をする浜田第一中学吹奏楽部▲乗客に向け演奏をする浜田第一中学吹奏楽部 ▲お見送りの様子▲お見送りの様子
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坂本　祐平　坂本　祐平　
経営支援課経営支援課
　経営支援係　経営支援係
主事補（補助員）主事補（補助員）

  新規採用職員紹介新規採用職員紹介 　（４月付　新規採用  ）

≪抱負≫≪抱負≫

出身は江津市ですが、島根県立大学に通って出身は江津市ですが、島根県立大学に通って

いました。皆様のお力になれるように日々 勉強いました。皆様のお力になれるように日々 勉強

し、努力してまいります。し、努力してまいります。

よろしくお願いいたします。よろしくお願いいたします。

森山　武司　森山　武司　
総務課　総務係総務課　総務係
嘱託職員嘱託職員

≪抱負≫≪抱負≫

浜田市出身で県内にて勤めておりました。浜田市出身で県内にて勤めておりました。

生まれ育った浜田へイベント・業務を通し、貢生まれ育った浜田へイベント・業務を通し、貢

献できるよう、日々 努力してまいりますので献できるよう、日々 努力してまいりますので

ご指導ご鞭撻のほどよろしくお願い致します。ご指導ご鞭撻のほどよろしくお願い致します。

経営支援課・経営支援係・主事補（補助員）

経営支援課 課長・経営支援係 係長（経営指導員）

経営支援課 経営支援係 係長（経営指導員） 経営支援課 経営支援係 主事（経営指導員）

総務課 総務係 主任主事

経営支援課 経営支援係 主事（経営指導員） 経営支援課 経営支援係 主事（記帳専任職員）

経営支援課 経営支援係 主事補（記帳専任職員） 経営支援課 経営支援係 主事補（補助員）

専務理事 　 　

田村　洋二 　 　

総務課

　

総務係

課長　大草　順子 主任主事　島本　直幸 主事補　中谷　芽生

　 嘱託　  恵美須　淳二 嘱託　  小出久美子

　
嘱託　  森山　武司 パート　花田　美由紀　事務局長

大草　順子

氏　　名 所属・役職名

経営支援課 経営支援係

相談所長　本多　陽介
   （経営指導員）

係長 　 平田　邦彦
　　 （経営指導員）

主任主事　増澤　芳朗
　　 （経営指導員）

※課長兼務
主事　  井上　大輔
  　 （補助員）

主事　    山﨑　千恵
　　　(経営指導員）

主事補　坂根　優花
　　  (記帳専任職員）

主事補  　坂本　祐平
　  　(補助員）

嘱託　  武部　敬三
　    (相談支援員）

【採用】

坂本　祐平

森山　武司 総務課・総務係・嘱託職員

【昇格・異動】

氏　　名 新所属・役職名 旧所属・役職名

大草　順子 事務局長・総務課長 総務課 課長

本多　陽介 中小企業相談所長・経営支援課長（経営指導員）

平田　邦彦

島本　直幸 総務課 総務係 主事

山﨑　千恵

坂根　優花

令和７年度事務局体制について
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＜ご購入場所＞　＜ご購入場所＞　

浜田商工会議所または販売店にてご購入いただけます。浜田商工会議所または販売店にてご購入いただけます。

浜田で買って 浜田で使って 浜田を元気に！！浜田で買って 浜田で使って 浜田を元気に！！
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▲騎乗する松坂市長と浜田市長

▲出発式で挨拶をする櫨山会頭

▲大迫力の奴隊

▲賑わう商店街の様子
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▲乗車体験を行った白バイ▲運輸部会の参加者

▲お辞儀について学ぶ受講者

▲電話応対のペアワーク



(5) 令和7年5月15日（発行定日15日） 浜田商工会議所だより 第431号

［  浜田商工会議所 青年部だより － 5 月号 － ］

〒 697-0026 浜田市田町 1668〒 697-0026 浜田市田町 1668

【【会長所信】会長所信】

　　この度、令和 7年度浜田商工会議所青年部、第 43 代目の会長職務この度、令和 7年度浜田商工会議所青年部、第 43 代目の会長職務

を務めさせていただくことになりました栗山 桂亮です。平素より温かを務めさせていただくことになりました栗山 桂亮です。平素より温か

く見守ってくださる諸先輩方をはじめ、多くの会員企業、諸団体の皆く見守ってくださる諸先輩方をはじめ、多くの会員企業、諸団体の皆

様におきましては青年部活動へのご理解とご協力を賜り厚く御礼申し様におきましては青年部活動へのご理解とご協力を賜り厚く御礼申し

上げます。43 年目となるこの歴史ある浜田ＹＥＧを会員の皆様と共に上げます。43 年目となるこの歴史ある浜田ＹＥＧを会員の皆様と共に

盛り上げていけるよう精一杯努めて参ります。盛り上げていけるよう精一杯努めて参ります。

　今日まで諸先輩方は、1万人を収容するコンサート・ＢＢ大鍋フェ　今日まで諸先輩方は、1万人を収容するコンサート・ＢＢ大鍋フェ

スティバル・アクアス婚など様々な事業を立案・実施され豊かで住みスティバル・アクアス婚など様々な事業を立案・実施され豊かで住み

やすい郷土を創造してこられました。やすい郷土を創造してこられました。

　　ここ数年、私たち浜田商工会議所青年部は自己研鑽に力を入れてきここ数年、私たち浜田商工会議所青年部は自己研鑽に力を入れてき

ましたが、そろそろ積極果敢にチャレンジし、青年経済人としての自ましたが、そろそろ積極果敢にチャレンジし、青年経済人としての自

己実現を図る必要があると考えています。知識を高めるだけでなく、己実現を図る必要があると考えています。知識を高めるだけでなく、

それを試すことのできる場がこの青年部です。大きな事業を立ち上げそれを試すことのできる場がこの青年部です。大きな事業を立ち上げ

るには、今年度は時間が足りないかもしれません。しかし、何かにチャるには、今年度は時間が足りないかもしれません。しかし、何かにチャ

レンジしてみることで可能性は広がります。今年度は、まず一歩を踏レンジしてみることで可能性は広がります。今年度は、まず一歩を踏

み出し、みんなと共に進んでいきたいと思っています。そして、会み出し、みんなと共に進んでいきたいと思っています。そして、会

員拡大やイベントを企画・運営するための準備の仕方を学びつつ、新員拡大やイベントを企画・運営するための準備の仕方を学びつつ、新

入会員が積極的に参加できる環境を整えることにも取り組んでいきま入会員が積極的に参加できる環境を整えることにも取り組んでいきま

す。こうした活動を通じて、共に活動する仲間を増やしながら、夢をす。こうした活動を通じて、共に活動する仲間を増やしながら、夢を

追い求めていきたいと考えています。追い求めていきたいと考えています。

　浜田ＹＥＧの力を結集し、地域経済の未来を切り拓くために、情熱　浜田ＹＥＧの力を結集し、地域経済の未来を切り拓くために、情熱

を持って一緒に大きな目標を達成していきます。私たちの活動が地域を持って一緒に大きな目標を達成していきます。私たちの活動が地域

に活力を与え、共鳴し合う仲間と共に素晴らしい成果を生み出せるよに活力を与え、共鳴し合う仲間と共に素晴らしい成果を生み出せるよ

うチャレンジして参りますので、どうぞ 1年間よろしくお願いいたしうチャレンジして参りますので、どうぞ 1年間よろしくお願いいたし

ます。ます。

委員長 委員長 委員長

副委員長 副委員長 副委員長

副委員長 副委員長 副委員長

委委員員 委委員員 委委員員

令令和和７７年年度度　　浜浜田田商商工工会会議議所所青青年年部部　　組組織織図図

総総　　　　　　会会 役役　　員員　　会会

専専務務理理事事

監監　　　　　　事事 会会　　　　　　長長 直直前前会会長長

河原　靖明

金田　康平 栗山　桂亮

佐々木貴裕

事事務務局局

富田友里子 井上　大輔

坂本　祐平

副副会会長長 副副会会長長 副副会会長長

尾村　　充 杖田　浩崇 高野　公愛

総総務務委委員員会会 ＢＢＢＢ委委員員会会 企企画画委委員員会会

幸田　隆司 名田　勝之 湯淺　幸恵

阿瀬川浩史 西元　裕司 金山　裕尚

松尾　明美 福永絵里子 富田友里子

大垰　奈巳 泉　　正喜 金田　康平

岡本　直樹 小田奈穂子 戸津川　健

佐々木貴裕 坂本　拓也 中村　幸博

竹本　大輔 南條　達也 長藤　裕美

田中　真一 森本　春樹 櫨山　太介

三浦　伸一

　松尾　明美　　湯淺　幸恵

　　【監　　事】

　金田　康平　　佐々木貴裕

中国ブロック商工会議所
青年部連合会委員会

委員出向者

　　【理　　事】

　阿瀬川浩史　　尾村　　充　　金山　裕尚　　河原　靖明　　栗山　桂亮　　幸田　隆司

　高野　公愛　　杖田　浩崇　　富田友里子　　名田　勝之　　西元　裕司　　福永絵里子

令和 7年度　浜田商工会議所青年部　組織図令和 7年度　浜田商工会議所青年部　組織図令和７年度　会長　栗山 桂亮令和７年度　会長　栗山 桂亮

令和７年度全体スローガン
～　『紡ぐ』『未来』　～



(6)浜田商工会議所だより第431号 令和7年5月15日（発行定日15日）

１.会議所会員加入承諾について　    

　　[2月末会員数] 　1,123　[3月末会員数]　1,125

　  [2024年4月1日現在商工業者数]　2,182

　　[組織率]   51.56％

    　加入事業所数 ： 2　　退会事業所数 ： 0

  協議事項

会議所月報

  報告事項

１.令和７年度事務局体制について

２.市長要望活動について

事業説明

①『パートナーシップ構築宣言と企業文化の関係性』について

説明者：中国経済産業局　産業部　適正取引推進課　越智なぎ紗　氏

新入会員のご案内　ご入会いただきありがとうございます 　（敬称略）

店舗名店舗名 代表者名代表者名 所在地所在地 営業内容営業内容

アザレ化粧品　愛サロン優アザレ化粧品　愛サロン優 上田　こずえ上田　こずえ 浜田市紺屋町浜田市紺屋町 化粧品販売化粧品販売

ロンピー　ジャパンロンピー　ジャパン

LOMPY JAPANLOMPY JAPAN 松井　孝文松井　孝文 浜田市相生町浜田市相生町 写真業写真業

３.令和７年度年間主要行事について

４.物価高騰関連対応状況について

５.アクサ生命BWCキャンペーンについて

６.浜っ子春まつりについて

「パートナーシップ構築宣言と企業文化の関係性」について

説明者：中国経済産業局 産業部 適正取引推進課 越智なぎ紗 氏　
　4月15日（火）、当会議所において開催された常議員会にて、

中国経済産業局の越智なぎ紗氏をお迎えし、「パートナーシップ

構築宣言と企業文化の関係性」と題した事業説明が行われまし

た。

パートナーシップ構築宣言は、大企業と中小企業が対等な関係で

連携し、持続可能なサプライチェーンの構築を目指す国の取組み

であり、価格転嫁の適正化や長期的な取引関係の構築などを目的

としています。越智氏は、制度の概要や参加メリットに加え、企

業文化の中に「共存共栄」の視点を組み込むことの重要性につい

ても詳しく説明されました。

　説明の中では、宣言を行った企業が政府のポータルサイトで公表されることにより、取

引先や顧客、求職者からの信頼獲得につながる点が強調されました。また、SDGsの推進

と親和性が高く、企業価値の向上にも寄与する取り組みであることが紹介されました。 

浜田商工会議所では、今後も会員事業者の皆さまに対して、パートナーシップ構築宣言へ

の理解促進と参加の呼びかけを行い、地域全体の企業競争力の向上に努めてまいります。 

ご不明な点やご質問がございましたら、浜田商工会議所または下記電話番号までお気軽にお問

い合わせください。

▲説明を行う越智氏

▲詳細・ご登録はこちら

○「宣言」の内容について

中小企業庁企画課　03-3501-1765

内閣府政策統括官（経済財政運営担当）付参事官（産業・雇用担当）付　03-6257-1541

○「宣言」の提出・掲載について

（公財）全国中小企業振興機関協会　03-6228-3802
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浜田の石見神楽検定試験・講習会開催のお知らせInformation

　　　　　　　　　　日　時　　　　　　　　　　　日　時　
　　　　　　　　　　　＜講習会＞　　　　　　　　　　　　　＜講習会＞　　
　　　　　　　　　　　令和７年９月２０日（　　　　　　　　　　　令和７年９月２０日（土土）　１３：００～（参加費無料））　１３：００～（参加費無料）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　★石見神楽面の技法とその歩みについて★石見神楽面の技法とその歩みについて
　　　　　　　　　　　　講師：柿田　兼志　氏（柿田勝郎面工房代表）　　　　　　　　　　　　講師：柿田　兼志　氏（柿田勝郎面工房代表）
　　　　　　　　　　　★浜田の石見神楽の特徴について　　　　　　　　　　　★浜田の石見神楽の特徴について
　　　　　　　　　　　　講師：小川　　徹　氏（石見神楽亀山社中代表）　　　　　　　　　　　　講師：小川　　徹　氏（石見神楽亀山社中代表）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　★浜田の石見神楽の演目、衣裳、採り物について★浜田の石見神楽の演目、衣裳、採り物について
　　　　　　　　　　　　講師：日髙　　均　氏（西村神楽社中代表）　　　　　　　　　　　　講師：日髙　　均　氏（西村神楽社中代表）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＜検　定＞　　＜検　定＞　　
　　　　　　　　　　　令和７年９月２８日（　　　　　　　　　　　令和７年９月２８日（日日）　１０：００～（初級・上級））　１０：００～（初級・上級）
　　　　　　　　　　　★初級：２，２００円　（高校生以下１，１００円）　　　　　　　　　　　★初級：２，２００円　（高校生以下１，１００円）
　　　　　　　　　　　★上級：３，３００円　（一般・初級の合格者のみ可）　　　　　　　　　　　★上級：３，３００円　（一般・初級の合格者のみ可）

　　　　　　場　所　浜田商工会議所　（浜田市田町 1668　TEL：0855-22-3025）　　　　　　場　所　浜田商工会議所　（浜田市田町 1668　TEL：0855-22-3025）

2025（令和７）年度検定スケジュールInformation

回数 / 級回数 / 級 試験日試験日 受付期間受付期間 受験料受験料

170 回170 回
1 ～ 3 級1 ～ 3 級

6 月 8 日（日）6 月 8 日（日） 4 月 21 日（月）～ 5 月 12 日（月）4 月 21 日（月）～ 5 月 12 日（月）
1 級　8,800 円1 級　8,800 円
2 級　5,500 円2 級　5,500 円
3 級　3,300 円3 級　3,300 円

171 回171 回
1 ～ 3 級1 ～ 3 級 11 月 16 日（日）11 月 16 日（日） 9 月 29 日（月）～ 10 月 20（月）9 月 29 日（月）～ 10 月 20（月）

1 級　8,800 円1 級　8,800 円
2 級　5,500 円2 級　5,500 円
3 級　3,300 円3 級　3,300 円

172 回172 回
2 ～ 3 級2 ～ 3 級

　2026 年　2026 年
2 月 22 日（日）2 月 22 日（日）

　2026 年　2026 年
1 月 6 日（火）～ 1 月 26 日（月）1 月 6 日（火）～ 1 月 26 日（月）

2 級　2 級　5,500 円5,500 円
3級　3,300 円3級　3,300 円

申込受付：①浜田商工会議所窓口　☎ 0855-22-3025
　　　　　②ネット申込（別途事務手数料が掛かります）【簿記検定】　

【珠算検定】　申込受付：①浜田商工会議所窓口　☎ 0855-22-3025
回数 / 級回数 / 級 試験日試験日 受付期間受付期間 受験料受験料

234 回234 回
2・3 級2・3 級

6 月 22 日（日）6 月 22 日（日） 5 月 2 日（金）～ 5 月 22 日（木）5 月 2 日（金）～ 5 月 22 日（木） 2 級　2,000 円2 級　2,000 円
3 級　1,800 円3 級　1,800 円

235 回235 回
2・3 級2・3 級

10 月 26 日（日）10 月 26 日（日） 9 月 8 日（月）～ 9 月 25 日（木）9 月 8 日（月）～ 9 月 25 日（木） 2 級　2,000 円2 級　2,000 円
3 級　1,800 円3 級　1,800 円

236 回236 回
2・3 級2・3 級

2026 年2026 年
2 月 8 日（日）2 月 8 日（日）

　　　　　　2026 年　　　　　　2026 年
12 月 15 日（月）～ 1 月 8 日（木）12 月 15 日（月）～ 1 月 8 日（木）

2 級　2,000 円2 級　2,000 円
3 級　1,800 円3 級　1,800 円



(8)浜田商工会議所だより第431号 令和7年5月15日（発行定日15日）

　発行所：浜田商工会議所　　住所：〒 697-0026　島根県浜田市田町 1668　　TEL：(0855)22-3025　　FAX：(0855)22-5400

　編集発行人：田村　洋二　　印刷所：柏村印刷株式会社　１部 50 円（但し会員の購読料は会費の中に含まれます）
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